
令和６年６月～令和１１年３月

令和７年度 桐生市地域公共交通活性化協議会 （群馬県桐生市）
（地域内フィーダー系統確保維持事業）

地域の公共交通等の現況・課題

令和７事業年度に係るもの

・令和６年度第２回桐生市地域公共交
通活性化協議会（令和６年６月）

地域公共交通確保維持事業に関する
計画の認定申請について（書面協議）

・令和７年度第２回桐生市地域公共交
通活性化協議会（令和８年１月）

黒保根町デマンドタクシー事業評価に
ついて

協議会開催状況

目標を達成するために行う事業の今年度実施状況

アピールポイント

（地域で行っている事業の創意工夫のポイントを記載。利用促進等の取組がある場合は資料を添付）
・運転免許証自主返納者に黒保根町デマンドタクシーの回数券を交付するなど、自家用自動車から公共交通へ転換させる
取組みを継続的に実施している。
・梨木館や花見ヶ原森林公園など宿泊施設やレジャー施設の利用時に、駅からの交通手段としても活用でき、地元住民の
ための移動手段としてだけでなく、来訪者の移動手段としても利用がある。
・黒保根地区は、水沼駅周辺のリトリート環境整備事業を進めており、令和5年9月にサウナと飲食を楽しむ施設「サウナ
の森 水沼ヴィレッジ」、令和7年４月に水沼駅に併設した温泉施設「駅の天然温泉 水沼の湯」がオープンしたほか、
周辺の森林公園整備にも取り組んでいるため、黒保根町デマンドタクシーについては、今後、こうした施設利用などによ
り、利用者の増加が期待できる。

交通計画の計画期間

交通計画の基本的な方針／定性的な目標

（交通計画が未策定の場合、当該自治体における交通施策の基本的な方針／定性的な目標を記載）
・地域の移動手段、特に高齢者等の通院･買物等の日常生活の足の確保と公共交通空白地域の解消を推進するために、地
域をまたがる地域間ネットワークと接続する系統として必要な運行サービスとする。
・自治体や運行事業者の運営努力のほか、国庫補助金を活用しながら、地域の重要な移動手段である本運行サービスを維
持していく。

（補助対象フィーダー系統の現況・課題に限らず、当該自治体における公共交通全体の現況・課題を記載）
桐生市は、平成17年6月13日に旧桐生地区、新里村、黒保根村とが合併し、みどり市を間に挟む飛び地状態となったため、
合併前の地区ごとにそれぞれ路線バスが運行されてきた。現在は、旧桐生地区は路線バス(おりひめバス)、新里町・黒保
根町はそれぞれデマンド交通での運行を行っている。また、JR両毛線・東武鉄道・上毛電気鉄道及びわたらせ渓谷鐵道の
4鉄道が通る交通環境にある。
当該事業地区である黒保根町の公共交通は、路線バス2路線を中心に町外まで運行する公共交通空白地有償運送や小・

中学生の通学のためのスクールバス等で確保してきたが、急速な少子高齢化の進展や人口減少等を要因として、公共交通
の利用は減少し、その維持・継続が困難な状況となったため、路線バスに代わる新たな移動手段としてデマンド交通への
転換を図るべく、平成25年4月から実証実験運行を行い、平成26年4月から本格運行へ移行した。

（補助対象フィーダー系統の運行・改善以外の事業も含め、当該自治体における今年度の交通施策の全体像を記載）
・新型コロナウイルス感染症拡大以降、民間タクシー営業時間の短縮、運行車両数の減少が顕著であったことから、タク
シー不足解消のため、令和6年11月29日に群馬県内初となる日本版ライドシェアを導入した。
・黒保根町デマンドタクシーに関して、令和6事業年度に地域おこし協力隊が刷新した案内チラシを黒保根町内に毎戸配
布したほか、黒保根町内の観光施設等に配布を依頼し、利用促進を図った。

面 積 274.45 ｋ㎡

人口 （R7.4.1時点） 100,513人

15歳未満 8,282人

65歳以上 37,890人

高 齢 化 率 37.70％

一部過疎地域
・振興山村指定



■桐生市のバス交通
○桐 生 地 区：おりひめバス
○新 里 地 区：新里町デマンドタクシー
○黒保根地区：黒保根町デマンドタクシー

桐生地区

新里地区

黒保根地区

■桐生市を運行する鉄道
○JR両毛線
○東武鉄道
○上毛電気鉄道
○わたらせ渓谷鐵道

地域の公共交通体系図

桐生市



【わたらせ渓谷鐵道】
運行事業者：わたらせ渓谷鐵道株式会社
●生活交通としての移動手段
●桐生市・みどり市・日光市を結ぶ幹線交通
●観光客など不特定多数の輸送手段
●ＪＲ、東武鉄道との接続

至日光

至桐生

補助対象事業の運行系統図

桐生市黒保根町

人 口： 1,436人

高齢化率： 52.6％

面 積：101.50㎢
※人口は令和7年４月1日時点

【黒保根町デマンドタクシー】
運行事業者：株式会社沼田屋タクシー
●黒保根町内の生活交通としての移動手段
●ドア・ツー・ドアによる運行で利便性を
確保

●わたらせ渓谷鐵道のフィーダー系統
として円滑に鉄道と接続

上神梅
本 宿

水沼駅

122

《交通空白地有償運送》
運送の実施主体：特定非営利活動法人グループ２８
●黒保根町内から町外までの移動手段
●公共交通の乗り継ぎを行えない方等に付添、
待機サービス等、福祉的なサービスを提供

●時間外の利用なども協議により対応

【黒保根地区における過疎の状況】

昭和45年の過疎地域対策緊急措置法、昭和
55年の過疎地域振興特別措置法、平成２年の
過疎地域活性化特別措置法、さらに、平成12
年の過疎地域自立促進特別法の適用を受けて、
また、平成17年６月13日の合併に伴い、
過疎地域自立促進特別法第33条第２項により、
過疎地域とみなされる区域として指定。

各交通モード
間の相互補完

桐生市黒保根町



黒保根町デマンドタクシーの運行実績

• 計画期間（令和６年１０月～令和７年９月）の運行実績

利用者数：１，８８１（ １日平均５．２人 ）

運行回数：１，６２５回

運送収入：３９５，４００円

（内訳）

• 経常収支（令和６年４月～令和７年３月）

①運送収益：４１２，０５０円

②運送雑収：１７０，７００円

③経常費用：１０，６９２，８４９円

収支率［（①+②）/③］：５．４％

• 運転免許証返納者への回数券交付実績（令和６年４月～令和７年３月）

返納者：５名 回数券交付：７５０回分（１５０回分×５名）

R6.10 R6.11 R6.12 R7.1 R7.2 R7.3 R7.4 R7.5 R7.6 R7.7 R7.8 R7.9

利用者数（人） 188 203 201 136 144 140 165 166 138 121 124 155

運行回数（回） 155 176 172 129 132 130 127 135 119 108 118 124

運送収入（円）
（現金+回数券） 39,750 37,500 39,000 35,400 26,400 33,300 24,750 30,450 34,350 22,350 29,400 42,750


